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化学療法未治療の非小細胞肺癌患者 
                           （１次治療） 
    ・EGFR遺伝子変異　陰性 
    ・ALK融合遺伝子　  陰性 
    ・PD-L１高発現 
               (TPS≧1%, 1%<TPS)

R

Pembrolizumab

Achieved  
OR

30/60

18/63

※化学療法群の後治療では、クロスオーバーでPembrolizumab使用が79/97例であったにも関わらず、OSにおいて一次

での使用が成績良かった。１次治療で化学療法より優先してPembrolizumaを使用することとなる。

Primary Endpoint: Achieved an Objective Response

非小細胞肺癌患者

All comer(腺癌、扁平上皮癌）

Up to 4 cycles

（Non-Sq Pem維持療法許容）

（Non-Sq Pem維持療法許容）

アメリカ、台湾２７施設

CBDCA(AUC=5)+Pem(500mg/m2)

CBDCA(AUC=5)+Pem(500mg/m2)

Up to 4 cycles
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